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 要  旨 
本研究では極薄板ベルトの技術確立を目指し，オーステナイトステンレス鋼 SUS304，SUS305，
SUS304/Cu/SUS304，Pd基アモルファス Pd76Cu17Si7を供試材とした，直径φ=30～50mm，板厚 t=0.019
～0.055mm，板幅 W=4～6mm のベルトについて，軸間セット方式耐久試験を行い，極薄板ベルト
の耐久特性について耐久試験を行った．また，それぞれのベルトの機械的特性を調べるために引
張試験，硬さ試験を行った．また，SUS304H を供試材とした直径φ=80mm，板厚 t=0.042mm，板
幅 W=5mm のベルトについて，高温でのクリープ変形挙動の調査に先立ち，常温でのクリープ変
形挙動の，調査・検討を行った．その結果，それぞれの試験において以下の結言を得た． 
軸間セット方式耐久試験 
1.SUS304 の試験片を用いて試験片端面性状が耐久特性に及ぼす影響を調査した結果，試験片は超
音波によるバリ取り，アルミナ研磨をすることにより耐久寿命が長く，耐久強度が高くなる傾向
となった．これは，き裂起点が試験片端部に発生しているためだと考えられる． 
2.SUS304 の試験片について，板厚 27μm と 40μm の試験片について耐久試験を行った結果，板厚
40μm の厚い試験片のほうが耐久寿命が長く，耐久強度が高くなる傾向となった． 
3.SUS304 の試験片について，SP 処理，DLC コーティングによる表面処理が耐久特性に及ぼす影
響を調査した結果，未処理材と表面処理材の耐久寿命に違いは見られなかった．硬さ試験の結果
から，本試験片では SP 処理による残留応力が発生しなかったためと，耐久試験におけるき裂起
点が試験片端部に発生しているためだと考えられる． 
4.SUS304 の試験片について，円筒状素管（溶接なし）から製作した試験片は，溶接円筒状素管か
ら製作した試験片に比べて耐久寿命が長く，耐久強度が高くなる傾向を示した． 
5.SUS305，SUS304/Cu/SUS304 の試験片について加工方法，形状寸法の違いによる耐久寿命に有
意な差は見られなかった． 
6.SUS304 の溶接円筒状素管から製作した試験片は SUS305，SUS304/Cu/SUS304 と他の試験片と比
べても耐久寿命が短く，引張強度，破断強度も低いことがわかった．しかし他の試験片よりも高
い耐久比σt/σBを示した． 
7.Pd76Cu17Si7の試験片について，板幅の違いによる耐久寿命の結果に有意な差は得られなかった．
8.破面観察の結果，SUS304，SUS305，SUS304/Cu/SUS304 のき裂起点は試験片端面片側からであ
ることがわかった．Pd76Cu17Si7はき裂起点は試験片端部ではなく，試験片表面の任意の場所がき
裂起点となっていた． 
常温クリープ耐久試験 
9.常温クリープ耐久試験で行ったすべての試験片において，高応力では与荷重直後に大きな伸び
を見せ,その後ほとんど伸びを見せず破断に至り，低応力では与荷重直後に大きな伸びを見せた
後，繰り返し数の増加とともに伸びが増え続けている傾向となった． 
10.破面観察の結果，試験片溶接部もしくはその近傍で破断しており，き裂起点は試験片表面に複
数存在していた． 
 
